
Society5.0を実現する人材の育成を
目指した学習・指導方法及び評価方法の

工夫・改善に関する研究
～創造的な能力・実践的な態度を育てる課題研究の実践～
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　山形県立酒田光陵高等学校0
・平成24年度に

　　山形県立酒田工業

　　山形県立酒田商業

　　山形県立酒田北

　　酒田市立酒田中央

　4校が統合し開校

・普通科、工業科、

　商業科、情報科

　の4つの大学科を併設
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　山形県立酒田光陵高等学校0
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１　研究主題設定の理由
２　研究の内容
３　ルーブリック評価
　　　・アンケート結果より
４　研究の成果と課題
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　SKT IT-ACE プロジェクト1

平成26～28年度のSPH
指定を受け、地域、産業

界及び大学等との連携

のもと、「世界を変える・

未来を変える『IT技術者

(IT-ACE）』の育成」を目

指し教育活動を実践し

た。
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　研究主題設定の理由2

　Society5.0を実現する人材の育成には、創造

的な能力と実践的な態度で課題を解決する力が

不可欠である。そのためには、地域や産業界、

大学等との連携・交流などの双方向の協力関係

を確立し、必要とされる資質・能力の育成に向け

た更なる授業改善が必要である。
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　研究主題設定の理由2

● 科目名　「課題研究」

● 対象年次　3年次

　地域や産業界、大学等との連携・交流による実

践的・体験的な学習活動を通して、生徒の主体

的・対話的で深い学びを実現するための学習・

指導方法及び評価方法の工夫・改善に関する実

践的な研究を行う。
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　研究の内容1

　新学習指導要領「課題研究」の目標、内容及

び内容の取扱いを踏まえ、

● 年間学習計画、授業計画及びICTを活用した

観点別評価規準及び評価方法

● これらを踏まえた学習・指導方法

について研究を行う。
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　課題研究の授業について2

設定テーマ
AR VRを活用した酒田観光 ラズベリーパイを活用した在室管理

システム

IoTを活用した換気促進システム ホワイトハッカーになろう

シミュレーションを活用した新型コ
ロナウイルス感染症対策

酒田市津波ハザードマップの可視
化

ビッグデータの分析と活用 インタラクティブコンテンツの制作

ドローンを活用した3Dモデル製作 髪型チェックAI

提出課題を管理するwebアプリ作
成

オセロAIの強さを求めて
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　課題研究の授業について2

地域や産業界、大学等と連携した授業実践
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東北公益文科大学

山形県立産業技術短期大学校庄
内校

（地域内で成果物を展示）

岩手県立大学、京都すばる高校、
NTTデータ数理システム

酒田市

国立情報学研究所 （地域内で成果物を展示）

本校環境技術科 やまがたAI部

やまがたAI部



　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法3

　新学習指導要領「課題研究」の目標、内容及び

内容の取扱いを踏まえ、生徒に対して観点別の

評価規準となるルーブリック評価により、身に付

けて欲しい力を提示し、授業を行った。

　ルーブリックによる評価は、

● 学期ごとに行うルーブリック評価

● 授業ごとに行うルーブリック評価

　の2種類で行った。
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　昨年度の研究成果と課題4

● 地域や大学等と連携し、専門家の知識やリソースを活
用することにより、生徒の主体的・対話的で深い学びを
実現できた。

● ルーブリックによる評価をすることで、到達度を生徒・
教員が共有することにより、学習指導に役立てることが
出来た。

□ 授業ごとのルーブリック評価を上手に活用できなかっ
た事例があった。学期ごとのルーブリック評価との関係
や実施の仕方を次年度に向けて検討していく必要があ
る。
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　今年度の研究の重点5

● 授業ごと、学期ごとのルーブリック評価について、内

容の見直しと目的の徹底を図る。

○ 生徒・教員が学習を通して「身に付けたい力」を意

識することの出来るよう、実施方法、活用方法を

研究する。

○ 観点別評価の項目や評価規準の見直しを実施す

る。

○ 評価方法に関する研修を行い、研究に取り入れ

る。
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　今年度の研究の重点5

　東京学芸大学　森

本康彦　教授との

web会議を通じて、

評価方法に関する研

修を計3回実施した。
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

学期ごとのルーブリック評価
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● 一番最初の授業でこの授業を通して「身に付けたい

力」を生徒に提示する。

● 提示した「身に付けたい力」がどの程度身に付いた

のか、学期ごとに振り返るとともに、担当教員との面

談を通して、身に付いた力を意識できるようにしてい

く。



　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

学期ごとのルーブリック評価
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

活用力 課題発見力 主体性

学習する力 計画力 働きかけ力

専門力 創造力 実行力

※下線の項目は、
　経済産業省「社会
人基礎力」より

状況把握力 傾聴力

発信力 柔軟性

伝達する力 規律性

発表する力
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今年度新たに追加　　　　昨年度から観点を変更



　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

　学期ごとのルーブ

リック評価は、生徒

による自己評価を行

い、最終的には担当

教員との面談により

到達度を確認した。

20



　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

授業ごとのルーブリック評価
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● 提示した「身に付けたい力」の中で、3観点のうち、特

にこの時期に身に付けるであろう力に絞り、生徒に

提示する。

● 生徒は取組んだ内容を基に、それぞれの観点を振り

返り、授業ごとに評価を行う。また、担当教員からも

指導を行う。



　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

授業ごとのルーブリック評価
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　ICTを活用した観点別評価規準及び評価方法6

授業ごとのルーブリック評価（中間報告）
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　実施時期1

　下記の時期に、ルーブリック評価並びにアン

ケートを実施した。

● 4月　ルーブリック提示・事前アンケート

● 7月(1学期末)　1学期自己評価・評価面談

● 12月(2学期末)　2学期自己評価・評価面談

　　　　　　　　 並びに2学期アンケート
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　ルーブリック評価　まとめ2
「身に付けてほしい力」の評価（平均値）

　

　

3観点 身に付けてほしい力 事前アンケート 1学期評価 2学期評価

知識・技
術

活用力 2.80 2.55 3.23

学習する力 3.10 3.10 3.30

専門性 2.80 2.60 3.13

○　5段階評価をS→5～D→1とし数値化した。但し、事前アンケートは生徒の自己
評価、1学期・2学期評価は教員との面談結果である。また、「伝達する力」、「発
表する力」は2学期では評価しなかった。
○　2学期のアンケートから「身に付けてほしい力」が【特に身についた】と答えた項
目が1/2以上は太字背景色あり、1/3以上は背景色ありである。
○　T検定から1学期と比較して5段階評価に有意な差があったものは「2学期評
価」が太字背景色ありである。
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　ルーブリック評価　まとめ2
「身に付けてほしい力」の評価（平均値）

　

　

3観点 身に付けてほしい力 事前アンケート 1学期評価 2学期評価

思考・判
断・表現

課題発見力 3.00 3.20 3.55

計画力 2.83 2.50 3.03

創造力 2.93 3.00 3.23

状況把握力 3.30 2.95 3.20

発信力 2.80 3.13 3.45

伝達する力 2.88 2.88

発表する力 2.75 3.03 　
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　ルーブリック評価　まとめ2
「身に付けてほしい力」の評価（平均値）

　

　

3観点 身に付けてほしい力 事前アンケート 1学期評価 2学期評価

主体的に
学習に取
り組む態
度

主体性 3.10 2.88 3.28

働きかけ力 2.98 2.75 3.13

実行力 3.03 2.80 2.90

傾聴力 3.65 3.28 3.45

柔軟性 3.08 2.88 3.05

規律性 3.55 3.83 3.88
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　アンケート結果より3
「学期」ごとに「各自でルーブリックによる自己評価」を行いま

した。自己評価を通して感じたこと、思ったことを教えてくださ

い。

● まだ身につけることのできていない力を可視化してこれからどういったこと

をすれば良いかを知ることができた。自己評価で、1学期より上がっていた

部分もあったので自信にもなった。

● 日々の成果や活動の様子を客観視することが大切だと思った。成長したと

感じられるところもあれば、身につけられていない力が１学期と変わってい

ない部分もあったので見直したいと思った。

❏ 身につけたい力を意識して活動してこなかった。どんな力が必要とされて

いるのか知ることで目標が具体的になり、言動も変わったと思うから、しっ

かり確認するべきだった。
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　アンケート結果より3
「学期」ごとに「担当教員とルーブリックによる評価面談」を行

いました。この面談を通して感じたこと、思ったことを教えてく

ださい。

● 自分の評価をなぜその評価にしたかをはっきり伝えることで自分がどのよ

うに考えていたのかを確認できてよかったと思う

● 自分の何が伸びたか、もっと成長できるところは何かを話し合うことができ

たのでこれからにつながると思った。

● なんでこの力が身についたのか聞かれ、即座に答えることができないもの

はルーブリックの方でも低い評価になっていた。自身の行動を見つめ直

し、先生の意見も交えて考えていきたいと思った。

❏ 自己評価が低い部分があるが、全体的に自分で低く評価しても今自分に

足りていない力が何なのかということが明確に判断できないと思った。
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　アンケート結果より3
「授業」ごとに「各自でルーブリックによる自己評価」を行いま

した。日々の評価を通して感じたこと、思ったことを教えてくだ

さい。

● 授業ごと評価をつけることによって次の時間に自分が何をしたいか把握で

きるのと、最初の時間にルーブリックを確認してから活動を始めているの

で便利だと思った。来週したいことも話し合って終わるのではなくデータと

してまとめておくのは大事だなと思った。

● しっかり研究が進んでいる日とあまり進めなかった日の評価や進度の差

がすごく広いなと思った。

❏ 課題研究に集中していると気づいたらチャイムがなり書く時間がなく、結局

書き忘れてしまうことが多かった。

❏ ２、３週間同じ問題に対して悩んでいた場合に、書くことが同じになってし
まう。
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　研究の成果と課題1
● 地域や大学等と連携し、専門家の知識やリソースを

活用することにより、生徒の主体的・対話的で深い学
びを実現できた。

● 行ってきた活動を基に学期ごとや授業ごとにルーブ
リックによる評価を行うことで、生徒が今後の計画や
到達すべき目標が明確になり、教員の学習指導にも
役立てることが出来た。

❏ 授業ごとのルーブリック評価について、取り組み方が
生徒間でばらつきがあり、上手に活用ができない事

例があった。　
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　今後の見通し2

● 生徒が自己評価を行うためのルーブリック評価と教

員が行う観点別評価を他の科目や他教科でも実施

できるよう校内や県内の教科研を利用して、広く共有

していく。

● 教員が生徒のファシリテーターとして導けるよう、教

科指導の改善に継続して取り組む。
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　ありがとうございました

35


